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今ほど決断が求められている時代はありません。私たちの社会は、地球温暖化、大規模災害、

高齢者の医療コスト増など、さまざまな課題に直面しています。これらの課題には大きな不確

実性があり、しかも社会的な利害対立があります。これらの課題に対するリーダーの決断が、

社会の未来を大きく左右する時代を迎えています。

　博士課程教育リーディングプログラムは、全体を俯瞰し、問題を解決できるリーダー養成を

目標に掲げています。とくにオールラウンド型では、人文社会科学、生命科学、理工学を統合

した教育が求められています。しかし、知識重視の教育だけでは、決断力や実行力は育ちません。

　どうすれば決断力・実行力のあるリーダーを育てることができるでしょうか？本プログラム

の戦略は２つです。ひとつは現場での実践経験を積ませることです。決断科学大学院プログラ

ムでは重要な社会的問題の解決に向けた共同研究を進めています。この共同研究を、究極的な

問題を解決するという意味で、プロジェクト Z と呼んでいます。この現場で大学院生を育てま

す。もうひとつは、経験を一般化しながら、オールラウンド型の新しい科学として「決断科学」

を作ることです。

　科学の成果を社会的問題解決に生かすには、何らかの対策を選ぶ必要があります。多くの選

択肢の中からどの対策を選べばよいか？この問いに答えるのが決断科学の役割です。

プログラム責任者
九州大学理事・副学長

プログラムコーディネーター
九州大学大学院システム生命科学府  教授

安浦 寛人 矢原 徹一
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構成員
Members

決断科学大学院プログラムは、５つの学際的な教育研究ユニット（環境・災害・健康・統治・人間モジュール）およ
び総括担当チームと、学内研究院からのプログラム担当教員・プログラム専任教員・大学院生ごとのモジュール横断
的な会議からなるマトリックスによって運営されます。
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授業科目
Curriculum

メンター制度
Mentoring

プログラム学生一人に対して二人のプログラム専任教員をメンターとして配置し、専門の枠を超えて学術的指導を
行っています。その内容は、日本学術振興会特別研究員、民間助成制度、学内助成制度に応募する経験を通じて、説
得力のある研究計画を提案し、研究資金を獲得するための申請書作成指導、学術論文作成指導、専任教員のフィール
ドワークへの同行など、多岐にわたります。大学院生活に関する精神的なサポートも行っています。

決断科学大学院プログラムでは３つの学識（専門性、学際性、統域性）と、４つの実践的スキル（研究提案力、プレ
ゼンテーション力、指導力、国際力）を養成するために、以下のカリキュラムを設けます。カリキュラム編成にあたっ
ては、たくさんの科目を立てることを避け、できるだけシンプルな構成にしました。プログラム学生が主体的にさま
ざまな課題に取り組むことを基本にしています。
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環境モジュール

屋久島実習では、個体数が増加したヤクシカによる農林業被害や生物多様性保全への影響を主眼とし、どのようにシカとヒトとの持
続可能な関係を築いていくのかをテーマにフィールドワークを行っています。地域社会における問題と背景を把握し、その解決方法
を探るために各種の実習を実施しています。主な活動としては、ヤクシカの高密度化を把握するための西部林道におけるラインセン
サス調査や下層植生の減少の確認を行う実習、ヤクシカの高密度化がもたらす昆虫相への影響調査の実習、駆除個体の解体・精肉を
行っているヤクニク屋での解体・精肉実習、地元の猟師さんに括り罠の設置方法を学ぶ実習などを行っています。また、屋久島をよ
り深く理解する活動として、豊かな島の森林環境を理解するための森林計測の実習、火山噴火によって一時的に屋久島に全島避難し
ていた口永良部島の現状を把握する実習など、ヤクシカの獣害問題だけではない広い視点を持って人間と環境の持続的な関係を模索
するように努めています。また、これまでの屋久島の方々との協働活動などを「やくヤクシカじか」という冊子にまとめました。

カンボジア実習では問題解決に向けた専門的かつ実践的な実習を行うために、自然科学と社会科学の両面からフィールド
ワークを実施しています。自然科学の観点からは、昆虫・植物などのインベントリー作成による生物多様性の実態把握を行っ
ています。社会科学の観点からは、住民参加型の森林管理を実施している村落での聞き取り調査を行ったほか、地域を統
括する森林管理官から森林管理の現状と課題について情報を収集するなどの活動を実施しています。学生の皆さんからは、

「失われた森林の多様性を回復させることの困難さを改めて感じた」、「森林保護と人間の生活の両立の困難さを認識した」、
「広大な森林を限られた予算・人員でいかに管理していくのか」などの感想を得ています。

九州大学伊都キャンパスには、地域の自然環境を保全
する生物多様性保全ゾーンがあり、そこで昆虫や水生
動物の調査方法に関する実習を行っています。また、
周辺地域と同様に多数のイノシシが出没する伊都キャ
ンパスにおいて実施されているイノシシ駆除活動への
参加、地域の豊年祭りに駆除個体（イノシシ、ヤクシカ）
を用いた料理店を出すなどの活動も行っています。

環境モジュールでは、急激な環境や社会の変動の中で「生物多様性などの自然資本の劣化をどのように防ぐのか」、
「人々の生活と環境保全を両立させ、持続可能な環境利用をどう実現するのか」、「地域の自然環境とともに培われて
きた多様な地域社会のあり方をどのように維持・再構築していくのか」などの様々な環境と社会の関係に関する問題
に対して、学生・教員と地域の方々が一緒に考え、そして実践を模索しています。

屋久島実習

カンボジア実習

伊都キャンパス実習
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災害モジュール
災害モジュールでは、災害時の被害を最小化し、災害に対する復興力の高い社会システムをつくることを目標として
います。国内外の現場を対象とし、大規模災害発生時の現地調査や復興過程のモニタリング、災害に対してレジリエ
ントな地域づくりを教員と大学院生が協力して取り組んでいます。

インドネシアにおける地域のための持続可能な小水力発電をひとつのテーマとして、海外実習や Future Earth 研究を進めて
います。
　インドネシアの遠隔地域では無電化村もまだまだ多く、地域で電力を自給できる小水力発電が注目されています。これ
まで日本の ODA ほかインドネシア政府の補助金で、地域に小水力発電が導入されてきましたが、稼動がストップしている
所が少なくありません。その多くは土砂災害や洪水災害に伴う取水堰や導水路の被災が原因です。発電所を運営している
村の組織には復旧する予算もなく、稼動がストップしたままです。近代的エネルギーへのアクセス向上はSDGsの重要なテー
マの一つであり、教育格差や貧困、健康問題等と密接に関連します。現地実習では、発電所の災害リスク調査のほか地域
の生業、医療、森林環境等について他のモジュールと協働で幅広い視点で調べ、集落全体の持続可能性を学際的にまた地
域住民や行政の方と一緒に考えています。

災害モジュールでは 2011 年に発災した東日本大震災の復興の過程をモニタリングしています。宮城県名取市閖上、石巻市、
女川町、南三陸町、気仙沼市、岩手県陸前高田市、釜石市などを訪問しました。参加した学生からは以下のようなコメン
トがありました。
　地区ごとに「復興の進み具合」が全く異なっていることがとても印象的でした。町全体がかさ上げされている現場を見
ると「本当にここに町ができるのか？」と不安になるのと同時に、数年後はどのような風景になっているのか、という期
待もありました。「東北の震災復興」と言っても現状は地区ごとに様々で、決して一口で言えるものではないことを改めて
感じました。今回、地元の方々からお話を伺う機会が数多くありました。印象として、震災復興に向けて前向きに取り組
んでいらっしゃる方が多かったように感じました。震災から５年が経過、復興はこれからという状況ですが、そこに住む方々
から、これからのまちづくりに対する熱い思いを聞けたことが嬉しく思いました。これまで「被災地」として見ていた地域が、

「これからのまちづくりの現場」という少しばかり明るい印象に変わってきたように感じます。

インドネシア

東北
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健康モジュール
健康モジュールでは、人々の健康や生命を維持・増進させる事を目的とし、情報科学技術および公衆衛生学的手法等
を用い、様々な環境条件で生じる健康上の問題解決を目指しています。地理的条件、気候、宗教、文化、生活習慣な
ど、国や地域の特徴をふまえた社会環境全体を把握し、そこでの保健医療状況や、災害有事対策、健康政策などの問
題点を発見し、統域的解決を探るプロジェクトを実施しています。

健康モジュールでは、途上国における様々な問題にビジネスの観点から解決策を提案する「ソーシャルビジネス」に取り
組んでいます。2016 年度は 12 月 24 日〜 31 日にインドのジャイプルを訪問し、都市部における健康・環境問題に関する現
地調査を行い、発見された課題を解決するためのビジネスアイデアを考えました。関係者へのインタビューや医療・環境
施設の見学を通し、人々が抱える問題を草の根からとらえることで、現地の実情に合う解決策の提案を行っています。

世界的な開発目標である持続可能な開発目標（SDGs）では、国際社会における健康指標の改善への働きかけを奨励してい
ます。この SDGs への貢献と、健康に関する学術的・社会的発信のため、健康モジュールでは国際的な会議やシンポジウム
を行っています。2016 年度は 2017 年 2 月 21 日にヘルスケア・SDGs・ソーシャルビジネスに関する国際会議とシンポジウ
ムを朝日新聞社と共催で、運営・実施しました。「ヘルスケア・SDGs・ソーシャルビジネス」と題された国際会議では、国
内外から約 50 名の研究者が参加し、最新の研究成果の紹介、テクノロジーを社会問題の解決に役立てる方法が共有されま
した。またシンポジウムでは、ノーベル平和賞を受賞したムハマド・ユヌス氏と東京都知事の小池百合子氏を招き、一般
公開シンポジウム「ソーシャルビジネスで未来を創ろう」を開催し、約 300 名の参加者とともに社会的な課題をビジネス
で解決する方法を議論しました。

インド

国際シンポジウム
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統治モジュール

統治モジュールでは、持続可能な地域社会の構築という観点から、政治・経済・法制度・文化・社会など多様なスケー
ルを視野に入れた「より良いローカルガバナンス」とそこでの「決断プロセスモデル」を確立することを目標として
います。福岡県八女市、長崎県対馬市、韓国の全羅北道や済州島などを主なフィールドとして、地域社会における具
体的な課題の検討とその国際比較を行います。頻出する地域課題の構造と利害当事者関係の概括的な理解、また課題
解決への実践的取り組みを行いながら、社会が自らを円滑に統治する「ガバナンス」のあり方を探求することを目指
しています。

統治モジュールでは韓国を主たる海外実習の舞台としています。韓国の全羅北道鎮安郡では、住民主導型の段階的まちづ
くり事業を行う様々なマウル（集落）を訪問して比較検討を行ったり、増え続ける都市部からの移住者への対応やコミュ
ニティビジネスの役割について行政や地域住民への聞き取り調査を行っています。また済州島では、同様に韓国本土から
やってくる移住者と地域社会を結びつけるマウルレベルの取り組みについてヒアリングを行ったり、中国人観光客の誘致
や中国資本の導入が地域社会に与える影響について調査を行っています。

対馬も統治モジュールの重要な実習フィールドです。放棄地を開墾した水田で田植え体験を行いながら、農業と生物多様性、
食文化に配慮した限界集落での地域活性化の事例を学んだり、地元漁師への聞き取りを通して対馬における漁業の現状や
課題、地域への影響を調査しています。また、急増する韓国人観光客が島社会にどのような影響を与えているのかも重要
な実習テーマです。さらに、地元高校生と共同フィールドワークを行いながら、若者が地域づくりの担い手となる可能性
を模索する取り組みも始めています。

お茶で有名な八女は、農業だけでなく伝統文化や工芸が色濃く残る地域であり、八女福島の伝建地区や伝統工芸、祭りな
どを活用した地域づくりの取り組みについて調査を行っています。また近年では、ツーリズムによる交流人口の拡大と市
民間交流の促進にも力を入れており、地元高校生と協働して着地型観光プランを開発し行政に提案するなどの取り組みも
行っています。学生は各自のテーマに沿って調査、実践を行い、年度末には八女市民の方々を招いて成果を発表する実習
報告会を開催しています。

韓国実習

対馬実習

八女実習
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人間モジュール

人間モジュールのミッションの一つは、決断が行われる様々な現場において有用となる「人間の意思決定過程」を理
解し、一般化できる課題に適した決断プロセスを探ることです。そのためには、どのような現場でも通用できる問題
解決に向けた決断の基礎スキルを学ぶことが求められます。人間モジュールの決断シミュレーション実習では、これ
まで経験してきた様々な現場とは異なるシミュレーション場面における決断過程のトレーニングを行ってきました。
実習では、現実の問題解決場面をシミュレートした模擬場面を設定した意思決定課題に繰り返し取り組みます。その
中で、人間が情報を処理する知覚・認知過程、集団の中での人間関係のあり方などを身に付けてもらいます。

人間モジュールの海外実習として行うフィンランド実習では、ヘルシンキ大学社会心理学部・知覚心理学研究室・
行動科学研究院・物理学部、アールト大学 SimLab、ハンケン経済大学、ヘルシンキクリナリースクール Perho 並び
に、Reaktor、Entocube、Nodiac Insect Economy などのベンチャー企業を訪問し、心理学、教育学、社会問題、食
文化、ビジネスなど、人間科学に関わる幅広いテーマで発表やディスカッションを行いました。さらに、Marimekko
や Iittala & Arbia など、世界のインダストリアルデザインを牽引する企業も訪問・見学しました。このような様々な
活動を通じて、フィンランドの学術研究や企業活動の現場における効率の良い思考法や習慣術を学びました。一方、「理
想社会」とされる北欧フィンランド特有の社会問題や、それに対する考えた方と解決策に関して理解を深めました。

人間モジュールでは人間をよりよく理解し、社会におけるさまざまな対立・不安を解消し、多様な価値観を持つ市民
の協力・協働を発展させることによって豊かな社会を作ることを目指しています。人間モジュールの教員・学生は、
他のモジュールの活動に参加し、決断科学を構築するうえで中心的な役割を果たします。研究現場での大学院生の活
動の記録などをもとに、成功・失敗の事例を比較し、現場を経験した学生とともに、よりよい決断のあり方を探ります。

決断シミュレーション実習

フィンランド実習
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総括チーム
総括チームは、本教育プログラム全体のマネージメントに携わります。5 つのモジュールを連携させて立体化し、「決
断科学」という学問を体系づけるため、多様な専門分野の教員から成り立ち、学生とともに多面的な活動を行ってい
ます。

指導力養成科目として、組織研修ワークショップという実習を毎年合宿形式で行っています。これは、学生が主体となっ
て企画・運営することで、組織内および組織間でどのようにリーダーシップを発揮するか、メンバー間のチームワークや
コミュニケーションをどのようにとるかなど、リーダーとして必要な指導力や課題設定力を現場体験から学ぶことを目的
としています。今年は福岡県八女市において２泊３日の実習を行いました。過疎化、耕作放棄地、獣害問題など地方が抱
える社会課題について調査を行う一方、地方が持つ伝統工芸や観光資源の魅力をどのように発信して活性化につなげるか
などについて、現場の方々とディスカッションを行いました。

Technical communicators must craft documents that inform, instruct and persuade. In a competitive environment, winning 

technical documents require clarity and accuracy tailored to suit different audiences.  The Institute of Decision Science for a 

Sustainable Society offers two intensive technical writing courses every year: Technical Writing I (TWI) and Technical Writing 

II (TWII). TWI course introduces the principles of effective communication: written, verbal, and visual skills based on formal 

rules, grammar standards, and formats. The course prepares the student to be able to publish their research in thesis disser-

tation, journal papers and books. In particular, the students learn how to develop their scientific writing skills in English. TWII 

advanced course teaches the peer review process of technical writing. This course evaluates manuscripts prepared by the 

participating students. The group reviews the contents, the structure, and the clarity of the manuscript. Each student benefit 

from the process both as a contributor and as a reviewer; they learn how to avoid common writing errors. Through the use 

of writing assignments and activities, the student develops abilities to work individually and collaboratively as members of a 

group. While the emphasis is on writing and oral communication of the scientific method, technical information style forms an 

important component of the courses.

組織研修ワークショプ（八女市）

Technical Writing Courses
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決断科学における理論構築のための自主的研究会
学生の自主的な研究活動

当研究会は三つの目的を持って活動しています。
　一つ目の目的は、「決断科学という新たな科学を構築するために、理論の観点からサポートすること」です。決
断科学は自然科学系の教員、学生が多数を占めるため、その活動や思想にはどうしても自然科学の視点からものが
多くなります。そのような状況の中で、法学や哲学、行政学、オペレーションズ・リサーチといったそれぞれの学
生が持つ専門的知見、特に社会科学的知見をもとにから決断科学における理論構築のために様々な提言を行ってき
ました。提言書の作成や、プログラム内教科書への掲載といった一定の成果を挙げています。
　二つ目の目的は、「文系と理系の相互理解の促進」です。いわゆる理系の教員や学生から「文系の研究・授業っ
て何してるの？」とよく言われます。その答えは「議論」です。当研究会はゼミ形式を採用しています。一人の発
表者が例えば「決断とは何か」という議題について自身の見解を述べます。残りの参加者は発表者の見解に齟齬は
ないか、自らの見解との異同はどうか、複数の見解同士はどんな関係にあるのかといったことを議論し、互いの意
見を洗練させ合うということを行っています。文系と理系の間の溝には、このような研究手法の違いに加えて、そ
もそも何が課題なのか、何が重要なのかといった基本的な視点を共有していないこともあります。教員・学生の考
えを真正面からぶつけて意見を述べ合うことで、それぞれが持つ決断科学にかける想いを理解し、決断科学という
曖昧な概念を共有する場となっています。
　三つ目の目的は、「学生に集団での研究活動の場を与える」ということです。当研究会はリーダーを一年の持ち
回りとしています。研究会のメンバーは議論の場を除けば、文献を読み、考え、論文を書くといった個人で完結す
る研究を行っています。チームでの実験のような複数人で研究を行うことはほぼありません。そんな象牙の塔の個
室にこもりがちな我々が、何とか個室の扉を開いた議論や思索を行うことはできないか、そして象牙の塔からの脱
出を狙う決断科学にあわよくば相乗りできないかと考えて活動を行っています。
　このようないくぶん真面目でいくぶん不純な目的から喧々囂々と議論を行っています。

C グループ　土持貴志
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ギャラリー
Gallery

Technical Writing II の授業にて／総括チーム

八女組織研修ワークショップで紙漉きに挑戦／総括チーム野外で行われる決断力シミュレーション実習／人間モジュール

実践フィールドワーク・学生主導の昆虫調査／環境モジュールジャイプル市内の環境・ごみ処理状況の観察／健康モジュール

韓国・済州における海外実習／統治モジュールCiptagelar の風景（ドローンにより撮影）／災害モジュール
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昆虫標本・同定実習／環境モジュール ヘルシンキ大学心理学部でのワークショップ／人間モジュール

インド・ジャイプル市内の薬局を見学／健康モジュール 昆虫食に関するタイでの市場調査／環境モジュール

コメの貯蔵蔵「Leit」にて集合写真／災害モジュール

カンボジア魚類相調査・トンレサップ湖にて／環境モジュール 韓国・釜山のカラフルな町並み／統治モジュール
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ラオス国立大学における質問紙調査／人間・環境モジュール対馬の水田を見学／統治モジュール

ヘルシンキ大学 Future Earth チームとの会議／人間モジュールインドネシアの伝統的な挨拶／災害モジュール

悪路により脱輪、地域の方に助けられる／災害モジュール

スマトラのオイルパームプランテーション／人間モジュールカンボジア・川に飛び込む現地の子供たち／国際共同研究
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Ciptagelar の風景（ドローンにより撮影）／災害モジュール インド・ビヤニ大学訪問／健康モジュール

獣害対策セミナーで狩猟免許の取得を目指す／ Project Y フィンランド・マリメッコ本社訪問／人間モジュール

昆虫食に関するラオスでの市場調査／環境・人間モジュール

茶葉を石臼で挽いて抹茶へ／総括チーム 2016 年忘年会（芋煮会）／総括チーム
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